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日本行動計量学会第 50 回大会 実施報告 
第 50回大会実行委員長 森 一将 

日本行動計量学会第50回大会は，2022年8月

28日から31日の4日間の日程で沖縄県市町村自

治会館（那覇市）で実施され，無事終了しました．

まずは，ご参加いただいた先生方，実行委員会を

お引き受けいただいた先生方に厚く御礼申し上げ

ます．前年の第 49 回大会に引き続き，今年度も

コロナの影響が大きく対面開催が危ぶまれたこと

もありましたが，会員の方々のご理解・ご協力の

下，今年度はハイブリッド開催とすることができ

ました． 

大会での発表も盛況で，大会では291人（うち

オンライン151人）のご参加をいただくことがで

きました．このうち，特別セッションは9行われ，

42件の発表，一般セッションは12行われ，66件

の発表，ラウンドテーブルは2件が実施されまし

た．また，ポスター発表は15件となりました．本

大会は3年ぶりの対面を含むハイブリッド開催で

あったため，どのセッションでも行動計量学に関

する熱心な議論のほかに，研究者同士の温かい交

流が繰り広げられました． 

1 日目のチュートリアルセミナーは，尾崎幸謙

先生（筑波大学）による「事例で学ぶマルチモデ

ル入門」（テーマA），玉利祐樹先生（静岡県立大

学）による「消費者行動調査に役立つ意思決定過

程分析入門」（テーマB）という興味深いテーマが

実施され，テーマAは191人の参加，テーマBは

165 人の参加をいただきました．セミナーの企画

には講師となっていただいた両先生のほか，大橋

洸太郎先生（文教大学），竹村和久先生（早稲田大

学）に大変ご協力いただきました．御礼申し上げ

ます． 

大会シンポジウムでは大森拓哉先生（杏林大学）

をオーガナイザーに，「調査と分析～方法と解釈」

というテーマで鈴木督久先生（(株)日経リサーチ）

を話題提供者とし，星野崇宏先生（慶應義塾大学），

松本渉先生（関西大学）を指定討論者に社会調査

やそれに関する諸問題に関し，総合的な議論が繰

り広げられました．また，このシンポジウムは公

開で行われ，開催地である沖縄県からの参加者も

これらの議論に触れることができました． 

柳井レクチャーは吉野諒三先生（同志社大学）

を司会に，木下冨雄先生（京都大学名誉教授・(公

財)国際高等研究所フェロー） による「COVID-19 

の感染問題に対する行動計量学からのアプローチ」

というテーマでのご講演がありました．COVID-

19 の感染拡大は現在の私達にとって大変な問題

であり，この問題に対し行動計量学がどのように

向かっていくのかは重要な課題です．木下先生の

ご講演はこのような私達が持つ課題に対し，重要

な示唆を与えてくださいました． 

本大会の企画運営においては，様々な先生方の

ご協力も得ました．まずは，前回大会に引き続き，

大森拓哉先生にはシンポジウムの企画から当日の

運営まで様々な面で強力なご支援をいただきまし

た．実行委員長として至らぬ身である私が無事に

大会を運営できたのも大森先生のご活躍があって

こそです．厚く御礼申し上げます． 

加えて，大会担当理事である竹村和久先生にも

ご理解・ご協力をいただきました．皆様方もご存

知の通り，第 50 回大会はコロナ禍が収まらない

時期に実施され，ハイブリッド開催が危ぶまれた

時期もありました．このようなときに竹村先生は，
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私達実行委員の側に立ち，「安全・安心」な大会運

営を実現するために様々な心配りをしてください

ました．私達も慣れない大会運営を行うにあたっ

て，竹村先生のやさしいご支援のお言葉が大変励

みになりました． 

また，橋本貴充先生（大学入試センター），椎名

久美子先生（大学入試センター），櫻井宏明先生（学

習院女子大学），浅川雅美先生（文教大学），大橋

洸太郎先生をはじめとする大会実行委員の皆様に

も大変お世話になりました．主催校である文教大

学は，学会員が4人しかおらず，外部の先生方の

温かいご支援で大会の企画運営が成立しておりま

す．ご協力いただいた先生方の中で紙面の都合で

書ききれない方が多く大変申し訳ございませんが，

ここに厚く御礼申し上げます． 

最後にあたって，開催地である沖縄県のことわ

ざ「いちゃりばちょーで（出会えば兄弟）」をお話

ししたいと思います．このことわざは本土におけ

る「一期一会」や「袖振り合うも他生の縁」に近

い意味合いなのでしょうか．3 年ぶりに対面を含

む開催となった本大会では，オンラインではなく

面と向かって議論することが初めての先生方も多

くいらっしゃり，多くの縁が生じました．このよ

うに南の島，沖縄で生じたご縁を大事にして，次

回の大会，そして今後の行動計量学の発展に貢献

していきたいと思う次第です． 

森 一将 

（もり・かずまさ） 

文教大学経営学部准教授 

東京大学大学院総合文化研

究科修了．博士（学術）． 

株式会社 NTT データ，東

京大学教養学部特任講師な

どを経て2016年から現職． 

 

 

2022年度学会賞受賞者について 

 
学会賞選考委員長 

今泉 忠（多摩大学経営情報学部教授） 

 

 2022 年度学会賞受賞者の選考および受賞者に

ついて，学会賞選考委員会を代表してご報告いた

します.学会賞選考委員長には昨年度の大会後に

指名され，数名の委員に就任いただき選考委員会

を構成しました．学会賞には功績賞，優秀賞，奨

励賞，出版賞の 4 種がありますが，委員会では，

ワーキンググループによって収集された複数候補

者の発表論文等の資料に基づいて審議を重ね，候

補者を絞り込み，理事会に諮りました．この際，

本年度は昨年に引き続きコロナ禍のため，4 月~ 6 

月にかけてのメール審議およびオンライン会議に

て選考を行いました. 最終的に理事会の審議を経

て承認され，受賞者本人の受諾を得て決定されま

した．大変お世話になりましたワーキンググルー

プなどの関係諸氏に感謝申し上げます. 

 

１．林知己夫賞（功績賞） 

竹村和久会員（早稲田大学教授）が受賞されま

した．竹村会員は，社会行動の数理心理学の分野

で，多くの優れた論文と著書などを著しており，

単著で公刊された著書は，世界的に大きな影響力

を持つと評価されます．和文誌「行動計量学」で

の特集や学会論文業績など関連領域における数々

の研究や，役員歴も長く務められております． 

 

主要著書  

Takemura, K. (2019). Foundations of economic 

psychology: A behavioral and mathematical 

approach. Springer. 

Takemura, K. (2021). Behavioral decision 

theory: Psychological and mathematical 

representations of human choice behavior, 

Second Edition. Springer. 

  

２．林知己夫賞（優秀賞） 

山本倫生会員（大阪大学准教授）が受賞されま

した．山本会員は，Behaviormetrikaや他分野の

Impact Factor が高い学術誌にも論文が採択され

ているなど，Interdisciplinaryな学術的活躍をさ

れておられることが評価されました．  

 

主要論文 

Yamamoto, M., & Hwang, H. (2014). A general 

formulation of cluster analysis with 
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dimension reduction and subspace separation. 

Behaviormetrika, 41(1), 115-129.  

Zeng, Y, Shimizu, S., Cai, R., Xie, F., Yamamoto, 

M., & Hao, Z. (2021). Causal discovery with 

multi-domain LiNGAM for latent factors. 

Proceedings of the Thirtieth International 

Joint Conference on Artificial Intelligence, 

2097-2103.  

Oshima, T., Yoshikawa, T., Miyagi, Y., Morita, S., 

Yamamoto, M., Tanabe, K., Nishikawa, K., Ito, 

Y., Matsui, T., Kimura, Y., Yokose, T., 

Hiroshima, Y., Aoyama, T., Hayashi, T., Ogata, 

T., Cho, H., Rino, Y., Masuda, M., Tsuburaya, 

A., & Sakamoto, J. (2020). Biomarker analysis 

to predict the pathological response to 

neoadjuvant chemotherapy in locally 

advanced gastric cancer: An exploratory 

biomarker study of COMPASS, a randomized 

phase II trial. Oncotarget, 11(30), 2906-2918.  

 

３．肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

財津亘会員（目白大学准教授）が受賞されまし

た．財津会員は，和文誌「行動計量学」などさま

ざま分野の学術誌に論文が掲載されています．今

後の一層の活躍が期待されます． 

 

主要論文 

財津 亘 (2020). 犯人像推定における統合的分類

アルゴリズムの頑健性の検証. 行動計量学, 

47(2), 199-209.  

財津 亘・金 明哲 (2019). 文体の個人差と個人内

恒常性の検証. 行動計量学, 46(2), 87-95.  

財津亘 (2022). 職場内窃盗における犯人像の分

析：北陸地方を中心として． 犯罪心理学研究 

59(2) 1-16． 

 

４．杉山明子賞（出版賞） 

鈴木督久会員（日経リサーチ・シニア エグゼクテ

ィブ フェロー） 

対象図書 『世論調査の真実』，日本経済新聞出版，

2021年9月 

対象図書は一般社会人を対象とした文庫本であ

るため，影響力があります．著者の長い調査実施

と分析経験と研究に基づいて，世論調査とは何か

を，読みやすい表現で伝えている一方，内容も行

動計量学的視点をまじえながら，世論調査の実際

を伝えた優れた書籍であり，行動計量学に関する

優れた図書に相応しいと認められました．  

今泉 忠 

（いまいずみ・ただし） 

多摩大学経営情報学部教授 

1976 年立教大学社会学部産業関

係学科卒業．1978年立教大学大学

院応用社会学研究科修士課程修了．

1983 年東京工業大学大学院総合理工学研究科シス

テム科学専攻博士後期課程単位取得満期退学．1983

年 4 月立教大学社会学部助手，1987 年 4 月青山学

院大学理工学部経営工学科助手，1989年4月多摩大

学経営情報学部助教授，1995年10月より現職． 

 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

早稲田大学 竹村 和久 

 

このたびは，林知己夫賞（功績賞）を賜りまし

て，誠に光栄に存じます．ご選考いただいた諸先

生をはじめ日本行動計量学会関係者の皆様に深く

御礼申し上げます． 

私と行動計量学会の関わりは，1983年の大学院

修士課程1年のときに，本学会に入会して学会発

表をさせていただいたことから始まります．その

当時の学会大会では，最も若い人々にセッション

の座長をさせるという新しい試みをされていて，

今まで学会発表さえしたこともないのに本当に困

った気がします．記録をみると，その時は京都大

学の木下 冨雄先生が大会委員長で，21 世紀の今

の基準でみても凄く新しいことをされていたのだ

なと思います．今となっては楽しい思い出で，そ

の時に，いろいろな同世代の方々や諸先輩と知り

合うことができました．その当時，マーケッティ

ングサービスの柳原良造先生から声をかけていた

だき，それからほぼ毎年学会でいろいろとご助言

をいただき，その十数年後には林知己夫先生を囲

む少人数の研究会に誘っていただき，林先生がご

逝去される直前まで参加させていただきました．
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また，1983年には，統計数理研究所の故水野欽司

先生が中心になってやっていらっしゃった日本人

の国民性調査の調査員として参加させていただき，

気さくなお人柄に感銘を受けました．今から考え

ると，当時の行動計量学会の諸先生は，他大学の

学生にもいろいろと声をかけて，若者たちを鼓舞

されていたように思います．私も見習わないとい

けないと思います．コロナ禍で社会の対人コミュ

ニケーション機能が一部失われてしまいましたが，

本学会の多様で新しい考えを受容する気風を受け

継ぎながら，若い人々と（もちろん若くない人々

とも）交流を持ちたいと思います． 

行動計量学では，計量モデルのパラメータを推

定し，確率分布の推定を行うことや，計量モデル

構築を行うことが多々ありますが，これは帰納推

論的な側面も持つと考えられることが多いかとは

思いますが，実は，相当アプリオリな演繹的理論

を仮定しており，公理的測定論の加法コンジョイ

ント系などよりも強いアプリオリな諸仮定を入れ

ています．これはコロナ禍で私たちの生活に大き

な影響を与えた感染症流行の数理モデルやその計

量研究についても言えることだと思います．意思

決定理論は公理的測定論とも密接な関係を持つた

めに，この知見を利用してもう少し弱い仮定のも

とでの行動計量ということを今後考えることがで

きたらと思います．また，行動の測定や同定とい

うことの意味について，意味論の観点からも今後

考えることができればと思っています． 

これまで本学会の多くの皆様にお世話になっ

ていますが，とくに長年にわたって意思決定の共

同研究をしている京都大学藤井聡，東京医科歯科

大学高橋英彦，慶應義塾大学坂上貴之，岡田光弘，

筑波大学中村豊，早稲田大学守口剛，立命館大学

西村直子，東京工業大学中丸麻由子，明治大学藤

井陽一朗，東京理科大学井出野尚，駒澤大学若山

大樹，愛媛大学羽鳥剛史，静岡県立大学玉利祐樹，

北海学園大学村上始の諸先生をはじめ，竹村研究

室の研究員・学生の皆様に感謝申し上げます．最

後になりますが，長年にわたり意思決定研究をご

指導下さった故小嶋外弘，高木修，木下冨雄，繁

桝算男，松原望，阿部周造，杉本徹雄，吉野諒三

の諸先生，研究に関わってくださった皆様にこの

場を借りて，心より御礼申し上げます． 

竹村 和久 

（たけむら・かずひさ） 

早稲田大学文学学術院教授，

同大学意思決定研究所所長，

同大学理工総研兼任研究員，

関西大学RISS研究員，国際応

用心理学会（IAAP）フェロー． 

東京工業大学 博士（学術）．北里大学 博士（医学）． 

筑波大学大学院システム情報工学研究科助教授，カ

ーネギーメロン大学フルブライト上級研究員などを

経て2002年より現職． 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

大阪大学 山本 倫生 

 

この度は栄えある賞をいただき大変光栄に存

じます．今回の受賞理由はこれまでに私が行って

まいりました研究が多くの学問領域にわたると評

価いただいたことであると伺っております．つま

り，今回の受賞は私一人で行ってきた研究のおか

げというよりも，これまでに共同研究をさせてい

ただいた多くの先生方のご指導・ご協力があって

のことだと思います．この場をお借りして厚く御

礼を申し上げます．僭越ながら，以下では私がど

のような学問領域で研究を行ってきたかを簡単に

述べさせていただきます． 

研究活動を開始した博士前期課程では，大阪大

学大学院人間科学研究科において心理学・行動科

学における統計手法の開発を行っておりました．

その際には足立浩平先生より様々にアドバイスを

いただきましたことを改めて感謝申し上げます．

その後，製薬企業にて主に医薬品開発における統

計解析業務に従事しておりました．それまではい

わゆる心理統計学しか知らなかった私にとって，

医学分野での統計学の考え方や解析手法などが目

新しく，統計学を通じて新たな分野で研究活動を

行うことの楽しさを覚えたように思います．製薬

企業退職後の大阪大学大学院基礎工学研究科の博

士後期課程では，より数理的な側面から研究する

姿勢を学びました．これまでに研究に関わること

で運が良かったと思うことは多々ありますが，そ

の中でも寺田吉壱先生（大阪大学），片山翔太先生

（慶應義塾大学），廣瀬雅代先生（九州大学）ら現
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在ご活躍されている錚々たる方々と博士課後期課

程で共に過ごせたことは，最も運が良かった出来

事の一つです．私はもともと数理的な知識や技術

が不足しておりましたので，博士後期課程では彼

らに追いつくために必死で余裕のない毎日を過ご

していましたが，思い返すと非常に貴重な経験で

あったと思います．そのような環境を用意してい

ただくとともに，様々にアドバイスをいただいた

狩野裕先生に感謝申し上げます．その後のポスド

ク時代には， McGill 大学の Heungsun Hwang

先生とともに次元縮小とクラスタリングに関する

研究を行えたことも幸運でした（その後も共同研

究を続けています）．京都大学医学部附属病院では，

臨床試験，観察研究，医療機器の開発，および，

非臨床の実験研究など，医学領域の多様な研究に

携わっておりました．その際に，それまで学んで

いた臨床統計学以外にも，バイオインフォマティ

クスや遺伝統計学など関連する様々な学問に触れ

ることができたのは貴重な経験でした．なお，現

在は因果推論についても興味を持って研究を行っ

ていますが，それに関しては，実際の観察研究に

携わる中で交絡調整に苦しんでいたことが強く影

響していると思います．岡山大学に異動後も医学・

疫学研究だけでなく農学・生体工学など，様々な

領域の専門家と共同研究を行いました．現在では

さらに心理学・行動科学の専門家との共同研究も

いくつか開始しています． 

以上のように，無節操に様々な学問領域で共同

研究を行ってまいりましたが，今回の受賞はそれ

を肯定的に評価していただいたものであると思い，

大変嬉しく思います．今後も様々な学問領域での

理論・応用研究を続けるとともに，それらの研究

活動を通して学会に貢献してまいりたいと思いま

す．  

山本 倫生 

（やまもと・みちお） 

大阪大学大学院人間科学研

究科准教授 

2013年3月大阪大学大学院基

礎工学研究科博士後期課程修

了．博士（理学）．日本学術振興会特別研究員（PD），

京都大学医学部附属病院臨床研究総合センター特定

助教・助教・講師，岡山大学大学院環境生命科学研

究科准教授を経て2022年4月より現職． 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

目白大学 財津 亘 

 

この度はこのような名誉ある賞を賜りまして，

まずは今泉学会賞選考委員長をはじめ，選考委員

の先生方に厚く御礼申し上げます．また，本受賞

にかかる論文三本のうち二本は，同志社大学の金

明哲教授との共著論文であります．これもひとえ

に金先生のご指導あっての賜物でございます．こ

の場を借りて深く感謝申し上げます． 

さて，今回の奨励賞受賞については，社会での

応用をふまえた論文を掲載したことが評価された

ものとお聞きしております．2020 年４月までの

16年間に渡り，県警察の科学捜査研究所にて犯罪

捜査にたずさわる日々の中，被疑者の早期検挙や

事件解決に向けて有用な手法を模索してきたこと

が評価されたことは非常に嬉しく思います．10年

以上前から，犯罪者プロファイリング，中でも犯

人像推定にベイジアンネットワークを応用すると

いった研究を行っておりましたが，昨今の AI ブ

ームにあやかり，様々な機械学習が犯罪データで

どのような効果を発揮するのか興味を持ち取り組

んだ研究が対象論文であります．また，他二本の

論文は，まだ日本の警察では導入されていません

が，海外では犯罪捜査で実際に活用されている「著

者識別」といった，テキスト情報から書き手を推

定する技術に関する論文となっております．近年，

サイバー犯罪をはじめ，犯罪現場においても手書

きの文字が少なくなりつつある現代で新たな分析

手法として期待されるところであります．最近で

は海外の研究者と深層学習を用いたテキスト分析

にも取り組みはじめ，勉強の日々を送っておりま

す． 

ちなみに，今回の受賞対象の論文は，前職の時

の研究論文でした．大学に赴任して早３年目，コ

ロナ渦もありこの間有益な研究ができたのか悶々

とする日々でしたが，今回の受賞は自分にとって

は非常に刺激となりました．学会の「申し合わせ」

を確認しましたところ，「肥田野直・水野欽司賞」

は「若手の研究者」への授与ということで，もは

や若手と呼べるような年齢ではございませんが，
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研究者としてはまだ未熟であることを再認識する

とともに，行動計量学会の入会から３年という若

輩者でもございます．本受賞を機に，行動計量学

への貢献に向けて今後も精進してまいりたいと思

います．この度は本当にありがとうございました． 

財津 亘 

（ざいつ・わたる） 

目白大学心理学部心理カウン

セリング学科准教授 

2003 年立命館大学文学研究科

心理学専攻博士課程（前期課程）

修了，2011年立命館大学・論文

博士（文学）．2004年～2020年富山県警察本部刑事

部科学捜査研究所，2020年より現職． 

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

株式会社日経リサーチ 鈴木 督久 

 

出版賞を賜りまして大変光栄に思います．本学

会は大会発表や投稿をしてきた場所であり，喜び

もひとしおです．これまでご指導いただいたすべ

ての皆様に感謝申し上げます．いくつかの新聞・

雑誌の書評欄に取り上げていただき安堵したとこ

ろに，一層の喜びとなりました． 

世論調査は研究対象というより，会社員の仕事

として数十年間やりました．役員を退任して時間

的・精神的余裕ができ，在籍中に出版できたのは

幸運でした．引退後に書こうと思っていましたが，

そうすると調査データを使えない制約が生じるた

めです．とはいえ学術的なデータ分析本ではなく，

新書版という性格から一般向けの内容としました．

特に前半は編集部の要請もあり，調査現場の実際

を中心に書きました．論文と違って，ゆっくり丁

寧に縦書きで伝える経験も初でした． 

原稿を書いた順番は後半からでした．占領期の

歴史的内容が中心なので読者を減らす危惧もあり

ましたが「書きたいことを書く」ことができまし

た．マスコミ世論調査の戦後始点を確認したかっ

たのです．これまでは依頼されたテーマに応じて

書いた本ばかりでした．そこでタイトルの「真実」

に関係しますが，世論調査に関する伝説の修正を

しました．改めて記すことをお許しください． 

(1) 1936 年の米大統領選の予測調査で Gallup

がたった3千人の調査でルーズベルト当選を的中

させた，というある時期以降の多数の日本の教科

書の解説は誤解である．数万人の調査を 10 回以

上実施していた． 

(2) 内閣支持率が各メディアで異なる理由．こ

れはかなり修正されてきました．従来は新聞社の

名前を聞いた回答者が，新聞社の論調への好悪に

対応して協力または拒否するバイアスから生じる

との説が伝わっていました． 

(3) 「日本人の読み書き能力調査」の結果によっ

て，GHQ が日本語のローマ字化を断念したので

はない．順番が逆で，GHQ 内部でローマ字化を

見送る政治決定をした後にこの調査が企画された．

調査結果が「日本語を救った」のではない． 

(4) 日本政府が世論調査を実施することを

GHQ が禁止した理由として，各書で流布されて

いる「食糧メーデー事件」原因説は間違いである． 

(5) 同じく，マニラ裁判に関する世論調査を日

本政府が企画したためにGHQと対立したのが原

因だとする流布説には，一次史料など証拠がない． 

もちろん(1)に関連する「大量観察より代表性」

の議論を否定せず，(2)は実験計画法で実証すべき

で，(3)が当時最高の標本調査であることは間違い

ありません．(5)ですが，GHQ は東京裁判に関す

る世論調査を，判決直後から企画しプリテストま

で実施しました．最終的に見送ったことが誤解の

一因ではないかと思います．引き続き，調査とデ

ータ解析について考えていきたいと思いますので，

宜しくお願いします． 

鈴木 督久 

（すずき・とくひさ） 

株式会社日経リサーチ シ

ニアエグゼクティブフェ

ロー 

1982年 早稲田大学卒業後，

日経リサーチ入社．2005年

取締役，2020年から現職．1990年から日本経済

新聞政治部記者（2年間出向）．1996年から2015

年まで筑波大・早大・東大で非常勤講師．2003年 

日本行動計量学会「優秀賞」，日本品質管理学会「品

質技術賞」，2016年 日本統計学会「統計活動賞」． 
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鈴木督久（著）『世論調査の真実』，日本経済新聞

出版，2021年9月 

 
 

 

新たな名誉会員のご報告 

学会賞選考委員長 

今泉 忠（多摩大学経営情報学部教授） 

 

行動計量学の発展に功労のあった， 

・千野直仁 会員 

・高倉節子 氏 

の２氏が，理事会より名誉会員として 2022 年 8

月 30 日に開催された総会へ推薦され，同総会の

承認を経て名誉会員となられました． 

千野会員は，本学会の理事等として活躍してこ

られた．また，多くの行動計量学関連の論文・著

書など行動計量学の発展に寄与されてきている．

高倉氏は，本学会のメンバーとして，長年にわた

り活躍を続けてこられた．行動計量学的視点から

の社会調査や統計分析の普及に大きな貢献を果た

してこられた．林・高倉(1964) よって提案された

手法は，選挙予測についての統計的な基礎的手法

となっている．お二人とも行動計量学会や長年に

わたる本学会への多大なる貢献が認められます． 

 

日本行動計量学会第51回大会のお知らせ 

 

大会実行委員長 

 横山 暁（青山学院大学） 

 

2023年度の第51回日本行動計量学会大会を下

記の通り，青山学院大学青山キャンパスにおいて

開催いたします． 

会員の皆様にはぜひ積極的にご周知を賜ります

ようにお願い申し上げます． 

日程：2023年8月28日（月）～31日（木） 

場所：青山学院大学青山キャンパス（オンライン

併用予定） 

〒：150-8366 東京都渋谷区渋谷4-4-25 

大会実行委員長：横山暁 

 

交通アクセスは下記URLをご覧ください． 

https://www.aoyama.ac.jp/outline/campus/acces

s.html 

 

青山学院は，米国のメソジスト監督教会が日本

に派遣した宣教師によって創設された3つの学校

を源流とする，148 年の歴史を有する総合学園で

あり，青山学院大学としては 1949 年に新制大学

として開校いたしました．現在は青山キャンパス

と相模原キャンパスの 2 キャンパスに併せて 11

学部・12研究科，約2万人の学生をもつ大学にな

ります． 

日本行動計量学会の青山学院大学での開催は，

相模原キャンパスが開学した 2 年目の 2004 年の

第 32 回大会に理工学部の二宮理憙先生を実行委

員長として開催しており，今大会が2回目の開催

となるようですが青山キャンパスでお引き受けす

るのは初めてとなるようです． 

青山キャンパスは渋谷駅から徒歩 10 分，表参

道駅から徒歩5分と交通の便も良く，また品川駅

から渋谷駅まで山手線で 13 分と遠方からのアク

セスも比較的良い立地にあり，都心周辺にお住い

の先生方はもとより地方の先生方の移動の負担も

少なくできると考えます． 

また，Zoom 等を利用したオンラインの併用も

行う予定でおります． 

まだ詳細なスケジュールは決定しておりません

が，例年と同様に「一般セッション」，「特別セッ

ション」，「ポスターセッション」，「ラウンドテー

ブルディスカッション」等の開催を予定しており

ます．加えて，コロナ禍でこの3年間実施できな

かった懇親会も開催できればと考えております． 

また，来年は学会創立50周年にあたることから，

創立 50 周年記念シンポジウムを大会 3 日目に開

催を予定しております． 

詳細が決まりましたら，会報や学会のウェブペ

ージ，会員用メーリングリスト等でお知らせいた

します． 

ぜひ多くの方々のご発表とご参加をお待ち申し

上げます．どうぞよろしくお願いいたします． 
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2023年度岡太彬訓研究助成募集のお知らせ 

 
岡太彬訓研究助成は，行動計量学の未来を拓く研究

のための助成であり，1名あるいは2名に対して，年

間 20 万円の研究補助が与えられます．申請受付開始

は，2023年2月1日，締め切りは，3月10日を予定

しております．応募書類の細目は学会ホームページに

近い将来掲載予定です． 

 

和文誌編集委員会より 

 

和文誌編集委員会委員長   

星野 崇宏（慶應義塾大学） 

 

「行動計量学」若手ファーストトラックのお知ら

せとご投稿のお誘い 

 

 学会誌「行動計量学」では，若手の研究者にと

ってニーズがあると考えられる「ファーストトラ

ック」を毎年9月号での掲載に向けて継続的に実

施しております． 

 投稿時に学会員である必要がありませんので，

以下ご覧いただき，周囲の若手研究者への論文投

稿をお勧めいただけますと幸いです． 

 

【投稿条件】 

１）第一著者が次のどちらかである． 

・大学または大学院の正規課程に在籍する学生で

ある 

・修士号または博士号授与から3年6か月以内で

ある 

 例）2020年3月に博士号を取得→2023年4月

の今回投稿はファーストトラックで受け入れ

る． 

２）投稿時には第一著者は学会員や準会員である

必要はないが，その場合は採択から一週間以内

に入会手続きを行うことを掲載の要件とする． 

３）投稿の際に在籍証明書または学位取得の時期

を証明するもの（学位記のコピーや修了証明書

など）を提出して頂き，要件を満たすもののみ

投稿を受理する． 

４）編集委員会の負担軽減のため，毎回最大8本

に限定し，8 本投稿された時点でファーストト

ラックとしての受理を停止する． 

５）行動計量学にふさわしい実証研究や方法論研

究であれば分野は問わない． 

 

【スケジュール】 

第 50 巻 2 号 2023 年 9 月号に向けたスケジュー

ルは以下の通りとします． 

2023年4月16日 締め切り 

＊但し委員会の査読の負担を軽減するために各回

8 本以内に限定し，8 本を超えた時点で締め切

りを待たず受理停止します． 

＊和文誌「行動計量学」の査読範囲外と判定され

るものは1週間以内に差戻の決定をご連絡しま

す． 

2023 年 5 月 26 日 一回目査読結果（不採択 or

修正再審査 or修正採択 or採択） 

2023年6月末     再投稿締め切り 

2023 年 7 月 19 日 二回目査読結果（不採択 or

修正採択 or採択） 

2023年8月3日  再修正投稿締め切り 

2023年8月10日 採択通知・入稿 

2023年9月中   掲載論文出版 

 

【連絡先・投稿先】 

日本行動計量学会和文誌編集委員長 

慶應義塾大学 星野崇宏 

hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

運営委員会より 

 

第 25 回春の合宿セミナーは 3 年ぶりの対面

開催！（オンラインハイブリッド予定） 

実行委員長 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

第 25 回春の合宿セミナーは，テーマについて

講師や参加者同士で活発な議論を交わして交流を

深めるという設立の狙いに立ち返り，3 年ぶりに

対面の合宿形式で開催いたします．富士の裾野で

美味しい料理と温泉を楽しみながら，2 泊 3 日で

１つのテーマをしっかり学ぶことができます．な

お，合宿形式での参加が難しい方も受講可能なよ

うにオンライン（リアルタイムLIVE ）でも準備
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中ですので，遠方の方もぜひ参加をご検討くださ

い． 

詳細は下記 web サイトやメールニュースなど

でお知らせいたします． 

 

日時: 2023年3月24日（金）～26日（日） 

会場: 東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（予定），タ

クシーの場合約15 分 

  〒412-0003 静岡県御殿場市柴怒田747-39 

セミナー情報URL： 

https://bms.gr.jp/event/seminar/spring/ 

申込ページ URL：https://spring25.peatix.com

（2023年1月9日より公開予定） 

 

令和5年度研究部会の募集について 

       運営委員会委員長    

  芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています． 

研究部会には，一定地域（都市部を除く）での

研究推進活動や研究普及活動を主な目的とする

「地域部会」と，オリジナリティに富んだ研究成

果をあげることを目的とする「研究グループ」が

あります． 

令和5年度より研究部会活動を活発化させるた

め活動経費を倍増し，1 部会 10 万円（採択件数

は優れた研究計画を若干数）を助成するよう改め

ます．令和5年度の研究部会の募集を下記要領で

行いますので奮ってご応募ください．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

◯提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者（会

員・非会員別），助成希望金額，活動予定（この

順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

◯応募締切：令和5年1月29日（日）必着 

◯送付先（問合せ先） 

日本行動計量学会運営委員会委員長 

 芳賀麻誉美 (大阪経済大学) 

bms_sc@mayomi.org 

 

なお，研究部会に関する規約は web ページ

https://bms.gr.jp/wp-content/uploads/bukai.pdf

をご参照ください． 

 

広報委員会より 

         広報委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Webページの変更・整備・更新 

本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載する，もしくはメールで配信してい

ます（両方の場合もある）．同時にSNSでの発信

も行っています． 

 

メールニュースの配信 

 2022 年 8 月,9 月,10 月のメールニュース（通）

の内訳は以下のようになります． 

 8月 9月 10月 

本学会  会報原稿 

 

会報原稿 

和文誌 

秋セミ 

大会の動画 

公募（求人，

研究費） 

3件 2件 3件 

関連学会・ 

イベント 

2件 1件 2件 

計 5件 4件 9件 

 

学会 Facebook/twitterをフォローしよう 

twitterでは，学会主催行事（大会，シンポジウ

ム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和文，英

文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2022年11月1日現在，フォロワー数は782（3

ヶ月間で 46増）です．Facebook（389名がフォ

ロー中）でも，学会主催行事などについての情報

を掲載しています． 
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https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します． 

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求

人，研究費など），関連学会（イベント他）など，

他の会員に有益な情報を発信しています．広報依

頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会

員の著書など」に掲載する書籍の情報がございま

したら，同じサイトからお申し込みください．そ

の際に，その書籍の画像ファイルを入力していた

だくことになります．  

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2022年 

8月19日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も んこ ん

2022」 

2022 年 12

月 9 日-11

日 

（2022年5 月10日～8月19日承認のもの） 

 

会員の著書等 

 

Shohei Shimizu （著）『 Statistical Causal 

Discovery: LiNGAM Approach 』， Springer 

Japan KK，2022年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での

公開）しております．電子アーカイブ化・公開に

は，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電

子公開）の同意を論文著者から得る必要がありま

す．1999年の総会以降刊行された論文については，

著作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が

明確に定められましたが，それ以前に掲載された

記事等の著作権は，明確に定められておりません

でした．電子化し公開するに当たっては，各論文

の著者全員に，本学会への著作権委譲についての

文面をお送りし，多くの著者のご了解をいただき

ました．現在までにお返事をいただいていない著

者の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべ

きですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」そ

れぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便

宜等を考えて，すでに電子化公開しております．

著作権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考えの

方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会まで

ご連絡下さるようお願いいたします．公開を中止

するなど，学会として誠意をもって対応いたしま

す．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

また，「Behaviormetrika」は，2017年 1月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通りJSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2022年10月31日現在） 

正会員       ： 833名 （海外4名含

む） 

準会員       ： 124名  

名誉会員      ： 26名  

賛助会員      ： 20社  

シニア会員     ： 34名  

計         ： 1037名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，
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以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな

ります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学会

の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情

報も含む）などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．「広報依頼の受付」のペ

ージ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号176号は3月発行のため，1

月末日まで）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたものに

つきましては，内容を判断した上で，次号に回さ

せていただきますのでよろしくお願い申し上げま

す． 

不明な点などございましたら，上述の「広報

依頼の受付」のページよりお問い合わせくださ

い． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様，ご多忙の中を，ど

うもありがとうございました． 

広報委員会では，皆様からのエッセイ，ご意見，

ご要望など，会報に掲載すべきと思われる情報を

お待ちしております．是非ご寄稿ください． 

学会活動も大学も，少しずつ平常に戻ってきた

ように思います．明年はポストコロナがさらに明

確になればと願っております．（少々早いですが）

良いお年をお迎えください． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，稲

水伸行，岩間徳兼，上野雄史，岡田陽

介，久保沙織，水師裕，鈴木宏哉，登

藤直弥，袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 


